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ひとしずく
「
夏
」
か
ら
「
秋
」、

秋
が
夏
の
暑
さ
を
洗

い
流
す
か
の
よ
う
に
、

そ
の
激
し
い
雨
は
黒

雲
を
呼
び
、
稲
光
が

走
っ
て
島
に
雷
鳴
が

轟
き
渡
っ
た
。
ま
る

で
、
島
が
豪
雨
と
雷

で
禊
（
み
そ
ぎ
）
を
し
て
い
る

よ
う
▼
今
月
７
日
は
二
十
四
節

気
の
一
つ
で
、
こ
の
頃
か
ら
よ

う
や
く
秋
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
い
う

「
白
露
（
は
く
ろ
）」
で
、９
日
は
、

「
人
日
（
じ
ん
じ
つ
）」
＝
１
月

７
日
＝
、「
上
巳
（
じ
ょ
う
し
）」

＝
３
月
３
日
＝
、「
端
午
（
た
ん

ご
）」＝
５
月
５
日
＝
、「
七
夕（
た

な
ば
た
）」
＝
７
月
７
日
＝
に
続

く
五
節
句
の
一
つ
「
重
陽
（
ち
ょ

う
よ
う
）」
▼
本
来
は
旧
暦
の

「
九
月
九
日
」
＝
今
年
は
10
月

23
日
＝
の
節
句
で
、
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
が
菊
が
咲
く
頃
に
当
た

る
こ
と
か
ら
「
菊
の
節
句
」
と

も
呼
ば
れ
、
重
陽
は
「
九
」
が

陽
数
の
極
み
と
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
陽
数
を
重
ね
る
め
で

た
い
日
と
い
う
意
が
あ
る
と
さ

れ
る
▼
中
国
で
は
そ
の
昔
、
こ

の
日
に
ち
な
み
菊
酒
を
飲
む
な

ど
し
て
、
長
寿
を
願
い
災
難
を

払
う
―
の
風
俗
あ
り
、
こ
れ
が

風
習
と
な
り
日
本
に
伝
わ
り
、

「
菊
の
宴
」
と
な
っ
た
な
ど
と
さ

れ
、
長
崎
市
、
諏
訪
神
社
の
秋

祭
り
「
く
ん
ち
」
も
、
重
陽
の

９
日
（
旧
暦
）
に
行
わ
れ
こ
と

に
由
来
す
る
と
い
う
▼
易
学
で

は
、「
陽
」
は
、
日
に
向
か
い
当

た
っ
て
い
る
側
、
陽
の
光
で
あ

り
、
全
て
の
積
極
的
、
能
動
的

な
事
物
の
性
質
を
表
し
天
地
二

元
気
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
と

い
う
か
ら
、月
末
の
「
く
ん
ち
」、

「
９
」
が
多
く
つ
く
時
間
に
友
人

た
ち
と
年
末
に
向
け
、
今
年
も

素
晴
ら
し
い
１
年
に
な
る
よ
う

宴
で
も
…
。

9
月
会
議
11
日
に
開
会

市
議
会
定
例
会

全
国
大
会
向
け
激
励
会

チ
ー
ム
力
発
揮
し
て
優
勝
目
指
す

県
代
表
・
石
田
地
区
第
２
分
団
第
３
小
隊

女
性
の
悩
み
事
相
談
所

秋
の
行
政
相
談

小隊長と選手全員で県消防学校・山本教官の講評を受ける

厳しい訓練で磨いてきた操法を披露する選手

　
（
財
）
日
本
消
防
協
会
主
催

の
第
23
回
全
国
消
防
操
法
大
会

＝
全
国
大
会
＝
が
10
月
７
日
午

前
９
時
か
ら
、
東
京
都
江
東

区
、
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園

で
開
か
れ
る
。
　
　

　
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守

る
」
の
郷
土
愛
の
精
神
で
、
地

域
の
消
防
・
防
災
の
要
と
し
て

活
動
を
展
開
す
る
消
防
団
員
た

ち
が
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
て
、
そ
の
技
術
な

ど
競
い
合
う
全
国
大
会
に
、
地

区
大
会
、
市
大
会
、
県
大
会
で

優
勝
、
本
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
市
消
防
団
・
石
田
地
区
第

２
分
団
第
３
小
隊
の
激
励
会
が

８
日
午
後
６
時
半
か
ら
、
白
川

博
一
市
長
、
市

議
会
・
市
山
繁

議
長
、
県
消
防

協
会
・
寺
田
信

雄
会
長
、
同
協

会
・
小
阪
哲
也

保
安
室
長
、
割

石
賢
明
壱
岐
分

会
長
、
壱
岐
消

防
署
・
小
川
聖

治
消
防
長
ら
が

出
席
し
て
壱
岐

消
防
署
で
行
わ

れ
た
。

　
こ
の
日
は
、

初
め
に
本
県
代

表
・
同
第
２
分

団
第
３
小
隊
の

選
手
た
ち
が
、

こ
れ
ま
で
お
よ

そ
１
年
間
か
け

て
鍛
え
磨
い
て

き
た
操
法
を
披

露
、
「
非
常
に

完
成
度
が
高
い
。
よ
り
高
み
を

目
指
し
た
操
法
を
展
開
す
る
た

め
に
、
周
り
の
人
た
ち
に
練
習

を
見
て
も
ら
い
参
考
に
し
、
当

日
は
、
基
本
を
大
切
に
し
て
指

先
ま
で
意
識
の
行
き
届
い
た
演

技
を
」
な
ど
と
す
る
県
消
防
学

校
・
山
本
哲
也
教
官
か
ら
の
講

評
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
激
励
会
で

は
、
白
川
市
長
、
市
山
市
議
会

議
長
、
県
消
防
協
会
・
寺
田
会

長
ら
が
「
全
国
大
会
へ
の
出
場

は
、
全
国
離
島
地
域
の
消
防
団

員
ら
の
励
み
に
な
る
。
消
防
魂

を
発
揮
し
て
、
壱
岐
の
消
防
の

歴
史
と
伝
統
に
新
た
な
１
㌻
を

加
え
て
く
だ
さ
い
」
「
県
下
約

２
万
１
０
０
０
人
の
消
防
団
員

の
代
表
に
誇
り
を
持
ち
、
日
頃

の
厳
し
い
練
習
の
成
果
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
て
、
全
国
各
地
の

代
表
の
頂
点
を
目
指
し
、
試
合

で
は
、
応
援
し
て
く
れ
た
家

族
、
事
業
所
、
地
域
の
人
た
ち

に
感
謝
し
な
が
ら
、
ベ
ス
ト
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
臨
ん
で
く
だ

さ
い
。
健
闘
を
祈
る
」
な
ど
と

選
手
た
ち
を
激
励
、
出
口
正
弘

小
隊
長
（
39
）
が
「
県
代
表
の

誇
り
を
胸
に
、
チ
ー
ム
力
を
発

揮
し
、
優
勝
目
指
し
て
頑
張
っ

て
き
ま
す
」
な
ど
と
力
強
く
挨

拶
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
▽
指
揮
者
・
平

田
征
史
さ
ん
（
39
）
＝
優
勝
を

取
り
に
行
っ
て
き
ま
す
。
全
国

大
会
ま
で
お
よ
そ
１
か
月
間
、

ケ
ガ
を
せ
ず
、
ベ
ス
ト
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
競
い
合
え
る
よ

う
に
、
メ
ン
バ
ー
を
引
っ
張
っ

て
い
き
た
い
▽
１
番
員
・
脇
田

亘
さ
ん
（
35
）
＝
操
法
の
精
度

を
高
め
、
優
勝

す
る
こ
と
で
リ

ベ
ン
ジ
し
た
い

▽
２
番
員
・
脇

田
良
司
さ
ん

（
33
）
＝
家
族
、

地
域
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
ジ
ュ

ニ
ア
チ
ー
ム
の

子
ど
も
た
ち
と

の
優
勝
の
約
束

を
実
現
し
た
い

▽
３
番
員
・
江

口
慎
太
郎
さ
ん

（
26
）
＝
今
回

初
め
て
の
捜
査

員
で
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
多

い
が
、
み
ん
な

の
足
を
引
っ
張

ら
な
い
よ
う
、

残
り
１
カ
月
間

で
、
更
に
技
術

を
磨
き
全
国
大

会
に
臨
み
た
い
▽
補
助
員
・
酒

井
博
俊
さ
ん
（
37
）
＝
皆
さ
ん

に
つ
い
て
行
っ
て
頑
張
り
ま
す

―
と
、
全
国
大
会
へ
の
抱
負
な

ど
を
語
っ
た
。
同
チ
ー
ム
の
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
た
健
闘
と
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
あ
と
、
同
チ
ー
ム
22
日

午
前
7
時
か
ら
、
石
田
町
、
白

沙
八
幡
神
社
で
必
勝
祈
願
と
壮

行
式
が
催
さ
れ
、
来
月
4
日
午

前
８
時
40
分
、
壱
岐
空
港
か
ら

空
路
で
東
京
を
目
指
し
て
出

発
、
７
日
の
大
会
の
後
、
８
日

午
後
４
時
50
分
、
芦
辺
港
着
の

高
速
船
で
帰
島
す
る
。

　
壱
岐
市
議
会
・
定
例
会
9
月

会
議
が
11
日
に
開
会
、
28
日
に

閉
会
の
予
定
。

　
日
程
は
、
初
日
は
審
議
期
間

の
設
定
、
行
政
報
告
、
議
案
の

上
程
、
議
案
説
明
な
ど
あ
り
、

18
日
に
議
案
審
議
、
19
日
と
20

日
は
一
般
質
問
、
21
日
・
常
任

委
員
会
、
24
日
・
予
算
特
別
委

員
会
、
26
日
・
決
算
特
別
委
員

会
、
28
日
・
議
案
審
議
（
委
員

長
報
告
、
討
論
、
採
決
）
閉
会

の
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
9
月
会
議
に
は
、
23
年
度

の
（
財
）
壱
岐
栽
培
漁
業
振
興

公
社
の
経
営
状
況
、
壱
岐
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
（
株
）、

（
株
）
壱
岐
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
経
営
状
況
な
ど
の
報
告
、

か
た
ば
る
病
院
事
業
会
計
・
未

処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
、
防

災
会
議
、
災
害
対
策
本
部
の
条

例
の
一
部
改
正
、
市
税
条
例
、

国
民
宿
舎
条
例
、
火
災
予
防
条

例
の
一
部
改
正
、
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
、
国
民
健
康
保
険
、
市
介
護

保
険

｜

特
別
会
計
補
正
予
算

な
ど
、
報
告
５
、
条
例
の
一
部

改
正
５
、
特
別
会
計
補
正
予
算

1
６
、
認
定
11
な
ど
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
る
運
び
。

　
秋
の
行
政
相
談
が
10
月
25
日

は
勝
本
町
、
か
ざ
は
や
、
石
田

町
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
26

日
が
芦
辺
町
、
つ
ば
さ
、
郷
ノ

浦
町
、
文
化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

る
。
受
付
時
間
は
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
。

　
壱
岐
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
（
平
田
タ
カ
子
会
長
）
と
長

崎
地
方
法
務
局
壱
岐
支
局
（
山

崎
司
局
長
）
の
「
女
性
の
悩
み

ご
と
相
談
所
」
が
29
日
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
石
田

町
、
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
女
性
の
悩
み
（
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ

Ｖ
、
離
婚
な
ど
）
や
子
ど
も
の

悩
み
、
い
じ
め
、
差
別
、
借
地

借
家
、
金
銭
貸
借
、
戸
籍
、
登
記
、

相
続
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
は
、

こ
の
機
会
を
気
軽
に
利
用
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
　
　

　
相
談
は
女
性
の
人
権
擁
護
委

員
が
応
じ
、
秘
密
は
守
ら
れ
相

談
は
無
料
。


